
 

 

平成２７年度消防団幹部等海外消防事情調査の実施について 

 

 

１ 目 的 

  海外の消防に関する制度、消防活動の実態を調査するとともに、各国消防の相互理解と交流を深

めることにより、海外の消防に関する見聞を広め、我が国消防の発展に寄与することを目的とする。 

 

２ 調査期間 

 平成２７年７月２１日（火）～平成２７年７月２９日（水） ７泊９日 

 

３ 調査地 

 成 田→  

ワルシャワ（１泊）→ オポーレ（２泊）→ブリュッセル（２泊）→ルクセンブルク（２泊） 

→羽 田 

 

各都市の消防事情・国の消防制度等 

   

４ 調査経費 

 

  ３９９，８００円 （燃油サーチャージ等諸税込） 

 

  その他 

    ※ 海外旅行保険加入希望の方は取扱い旅行業者にご相談下さい。 

 

５ 参加者資格 

 各都道府県消防協会役職員、消防団幹部等及び消防職員（司令補以上）等（消防団担当者を含む）

（退職者も可）及び消防関係団体役職員で健康な方。 

 

６ 申込み方法及び締め切り期限 

  別添「消防団幹部等海外消防事情調査参加申込書」に必要事項を記入し、参加者の写真１枚（4．

5㎝×3．5㎝）を参加申込書に貼付し、パスポートの写し（コピー）を参加申込書に添付して下さ

い。 

  参加申込書は、各都道府県消防協会で取りまとめ、平成２７年５月２１日（木）までに、日本消

防協会国際部宛に送付して下さい。参加者がいない場合でも文書、メールまたは電話にて回答をお

願い致します。 

 

７ 経費の支払い 

  参加申込書が提出されますと、取扱旅行業者より請求書が送付されますので、指定された期日ま

でに振り込んで下さい。 

 

８ 宿泊・日本国内航空券の斡旋 

 

 成田前泊 一人部屋１泊９，８００円（税、朝食、サービス料込み） 

 

日本国内航空運賃（往復） 

   伊丹・中部等／成田往復  ２０，０００円 



   福岡／成田往復      ２５，０００円  

   札幌／成田往復      ２８，０００円 

   なお、斡旋を希望された方には、取扱旅行業者より連絡があります。 

 

９ キャンセルの場合の取消料 

 出発日の３５日前より〜１０日前迄     旅行費用の２０％ 

 出発日の９日前より〜３日前迄       旅行費用の３０％ 

 ２日目以後                旅行費用の５０％ 

    当日                                   旅行費用の全額 

 

 

10 その他 

 ⑴ 調査行程等については、別紙を参照して下さい。 

 ⑵ 特別な事情により調査行程等に変更がある場合は、別途お知らせいたします。 

 ⑶ 健康の優れない方は事前に医師にご相談のうえ、お申し込み下さい。 

 

11 取扱旅行業者  
株 式 会 社 日 本 ク リ エ イ テ ィ ブ  

総合旅行業務取扱管理者 山口 多喜廣 
 

〒１０５－０００１      
東 京 都 港 区 虎 ノ 門 ２ － ９ － １ ６ 
日本消防会館３階 
T E L :０ ３ － ３ ５ ０ １ － ６ ３ １ １ 
F A X :０ ３ － ３ ５ ０ １ － ６ ３ ０ １ 
 

12 問い合わせ先 

公益財団法人 日本消防協会  

国際部 担当 福地 

ＴＥＬ ０３－３５０３－３０５４  

ＦＡＸ ０３－３５０３－１４８０ 

Ｅ-mail：fukuchi@nissho.or.jp 

 

※ 申込書及び行程に関する詳しい情報については、後日に日本消防協会のホームページ

（http://www.nissho.jp）にて掲載予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:fukuchi@nissho.or.jp
http://www.nissho.jp/


平成２７年度消防団幹部等海外消防事情調査日程表（案） 

日
数 

月 日 

（曜日） 
都市名 現地時間 交通機関 摘 要 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 

7月 21日 

（火） 

 

空 港 集 合 

成 田 発 

 

ﾌ ﾗ ﾝ ｸ ﾌ ﾙ ﾄ 着 

ﾌ ﾗ ﾝ ｸ ﾌ ﾙ ﾄ 発 

 

ワルシャワ着 

 

0 8 : 0 0 

0 9 ： 5 5 

 

1 4 ： 3 5 

1 6 ： 2 5  

 

1 8 ： 0 5  

 

 

L H 7 1 1 

 

 

L H 1 3 5 0 

 

 

成田空港第１ターミナル集合 

空路、フランクフルト経由クラクフへ 

[所要時間：11時間 40分／時差-7時間] 

 

空路、ワルシャワへ 

[所要時間：1時間 40分／時差なし] 

到着後、ホテルへ 

〔ワルシャワ泊〕 

 

２ 

 

7月 22日 

(水) 

 

ワ ル シ ャ ワ 

オ ポ ー レ 

0 8 : 3 0 

 

1 2 : 3 0 

 

1 8 : 0 0 

 

バ ス 

 

 

ワルシャワ視察（３Ｈ）、 

 王宮広場、旧市街等 

昼食の後、オポーレへ（３２０ｋｍ、約５Ｈ） 

途中、消防視察（約１～２時間） 

オポーレ到着 

〔オポーレ泊〕 

 

３ 

 

 

7月 23日 

（木） 

 

 

オ ポ ー レ 

0 8 : 0 0 

午 後 

 

 

 

青少年消防競技等視察応援（13:00まで） 

ラガーオリンピック視察及び市内視察 

〔オポーレ泊〕 

 

 

４ 

 

 

7月 24日 

（金） 

オ ポ ー レ 発 

 

ク ラ ク フ 着 

ク ラ ク フ 発 

フランクフルト着 

フランクフルト発 

ﾌ ﾞ ﾘ ｭ ｯ ｾ ﾙ 着 

午  前  

 

1 2 ： 4 0  

1 4 ： 4 0  

1 6 : 2 0  

1 7 : 2 5  

1 8 : 2 0  

バ ス 

 

 

L H 1 3 6 7 

 

L H 1 0 1 8 

クラクフへ移動（190km、約３Ｈ） 

 途中、アウシュビッツ見学 

クラクフ着 

空路、フランクフルトへ 

 

空路、フランクフルト出発 

ブリュッセル着 

〔ブリュッセル泊〕 

 

５ 

 

7月 25日 

(土) 

 

ﾌ ﾞ ﾘ ｭ ｯ ｾ ﾙ 

 

 

 

 

世界遺産ブルージュ歴史地区日帰り視察 

聖血礼拝堂、運河、聖母教会、ベギン修道院等 

消防視察 

〔ブリュッセル泊〕 

 

 

６ 

 

 

7月 26日 

（日） 

 

 

ﾌ ﾞ ﾘ ｭ ｯ ｾ ﾙ 発 

ﾙ ｸｾ ﾝﾌ ﾞﾙ ｸ着 

 

午 前 

 

午 後 

 

専 用 車 

 

 

ブリュッセル視察 

大聖堂、小便小僧、コングレ記念塔等 

ルクセンブルクへ（約３Ｈ／約 192㎞] 

 

〔ルクセンブルク泊〕 

 

 

7 

 

 

7月 27日 

（月） 

 

ﾙ ｸ ｾ ﾝ ﾌ ﾞ ﾙ ｸ 

午 前 

午 後 

 ルクセンブルク消防視察 

市内視察 

ノートルダム寺院、古い街並みと要塞群等 

〔ルクセンブルク泊〕 

 

 

8 

 

 

7月 28日 

(火) 

ﾙ ｸｾ ﾝﾌ ﾞﾙ ｸ発 

 

ﾌ ﾗ ﾝ ｸ ﾌ ﾙ ﾄ 着 

 

 

 

ﾌ ﾗ ﾝ ｸ ﾌ ﾙ ﾄ 発 

 

0 8 : 3 0 

  

1 2 : 0 0 

 

1 6 ： 0 0 

 

1 8 ： 1 0 

専 用 車 

 

 

 

 

 

L H 7 1 6 

フランクフルトへ [約 3時間／約 232㎞] 

 

昼食後、フランクフルト視察 

ゲーテハウス、市庁舎レーマー、大聖堂等 

空港着 

 

空路、羽田へ 

[所要時間：11時間 5分／時差+7時間] 

〔機内泊〕 

9 7月 29日 

(水) 

羽 田 着 1 2 ： 1 5  到着後、解散 

LH：ルフトハンザ航空  



 

 

おすすめポイント 

 

♪ ニューズウィーク誌の「最も安全な航空会社ランキング」の第 1 位に選出されているドイツの 

ルフトハンザ便を全行程利用。 帰国は正午の羽田着！ 

 

♪    ♪ 円安に伴い海外旅行代金は高騰の中、燃油サーチャージ・諸税（約６万円）込、全食事付欧 

    州 9 日間の旅は４０万円切る！ 

 

♪ 全ホテルは４つ星以上、５９，８００円追加で全行程一人部屋使用可能！  

 

♪ 運河の町、屋根のない美術館「ブルージュ」への日帰り視察、「小パリ」とも呼ばれる美しい 

世界遺産の町「ブリュッセル」、深い峡谷と森に囲まれた小国家「ルクセンブルク」、高層ビ 

ルが並ぶ経済の中心地と昔ながらの街並みが共存ドイツの「フランクフルト」などの視察を 

満喫。 

更に、ポーランドにあるアウシュビッツ強制収容所解放７０周年にあたり、唯一の日 

本人ガイド－中谷剛氏によりアウシュビッツ案内！ 
  

 ♪ 充実した消防事情調査 

 

ポーランドでは、消防視察のほか、ヨーロッパ各国代表が参加する青少年消防オリンピック 

で活躍する日本選手団を応援！ 

 

ヨーロッパのど真ん中というべき位置にあり、国内がフランス語の地域、オランダ語の地域 

というようにやや異質な面がある国において、どのような消防体制づくりを進めているか調 

査。 

 

人口４０万という小さな国だが、ヨーロッパで大きな存在感を示し、高速道路における交通 

事故、工場地帯の労働災害のほか、観光客の「探検による事故」を特徴とするルクセンブル 

クの消防を視察。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

                  一部視察先の写真例 

 

 

ワルシャワ王宮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショパンの心臓が収められた聖十字教会       青少年消防競技等視察（日本選手団応援） 

（ポーランド）                 （ポーランド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギルドハウスに囲まれた美しい広場グランプラス   運河の町、屋根のない美術館「ブルージュ」  

（ベルギー）                （ベルギー）         

 

 

 

 

 

 

 

独特な地形の街を見下ろすボックス砲台        おとぎ話の世界－ブィアンデン城 

 （ルクセンブルク）              （ルクセンブルク） 
                             




